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  平成２７年 第９回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 平成２７年４月２０日月曜日  １６時３０分 ～ １７時３０分 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 教育委員会室に招集する。 

 

２．本日の出席委員 

教育委員長 田 中 厚 一 

教 育 委 員      市之川 敦 子 

教 育 委 員      門 屋 充 郎 

教 育 委 員      伊 藤 成 昭 

教 育 長      八 鍬 祐 子 

 

３．本日の議事日程  

日程第 01  会議録署名委員の指名について 

日程第 02  議案第 32 号  帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正について 

日程第 03  議案第 33 号  帯広市奨学生選考委員の委嘱について 

日程第 04  報告第 07 号  臨時代理事項の報告について 

日程第 05  その他（1）  帯広市議会3月定例会の報告について 

  その他（2）  確かな学力の向上・定着に向けて 

  その他（3）  いじめのない学校づくりに向けて 

  その他（4）  体力運動能力テストの実施に係る考え方について 

  その他（5）  今後の事業予定について 

  その他（6）  寄附受納について 

    その他 
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田中委員長  これから、平成２７年第９回帯広市教育委員会会議を開会いた

します。 

  出席委員は全員であります。 

  会議は成立しております。 

  ここで諸般の報告をいたします。 

（福原課長 報告） 

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、市之川委員び伊藤委員を指名いたします。 

 日程第２、議案第３２号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の

一部改正についてを議題といたします。 

 直ちに説明を求めます。 

嶋﨑 部長  議案第３２号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正に

ついてご説明いたします。本件は平成２７年４月１日付人事異動に

伴い、職名変更などがありましたことから、別表１及び別表２につ

いて、議案２ページの新旧対照表のとおり改めるため、規程の一部

を改正しようとするものであります。よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  議案第３２号、帯広市教育施策推進委員会設置規程の一部改正に

ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第３２号は決定されました。 

  日程第３、議案第３３号、帯広市奨学生選考委員の委嘱について

を議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

嶋﨑 部長  議案第３３号、帯広市奨学生選考委員の委嘱についてご説明いた

します。本案は帯広市奨学条例第９条の規程に基づき、選考委員を

委嘱しようとするものであります。まず、選考委員につきましては、

同条例施行規則第６条の規程により、学識経験者、民生委員及び校

長から委嘱することとなってございます。また、委嘱人数につきま

しては、学識経験者４名、民生委員３名、校長３名の１０名となっ

ており、うち新任は校長１名及び学識経験者１名で、外８名は再任

となってございます。委員として、保前明美氏、勝部正志氏、米原

良信氏、中田和子氏、前田弘文氏、橋枝徳春氏、齊藤雅俊氏、橋本

達也氏、髙橋雅人氏、笹木卓三氏の１０名を委嘱しようとするもの

であります。委嘱期間につきましては、平成２７年５月１日から平

成２９年４月３０日まででございます。以上よろしくご審議賜りま
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すようお願い申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

門屋 委員  中札内の髙橋雅人氏は、どういったことで選ばれているのでしょ

うか。 

村木 課長  髙橋雅人氏につきましては、北海道私学協会帯広支部から選出さ

れておりまして、現在、北高の校長をされております。 

門屋 委員  分かりました。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  議案第３３号、帯広市奨学生選考委員の委嘱については、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第３３号は決定されました。 

  日程第４、報告第７号、臨時代理事項の報告についてを議題とい

たします。 

  直ちに説明を求めます。 

神田 部長  報告第７号、臨時代理事項の報告について、臨時代理第１号から

第４号まで一括してご説明申し上げます。議案書７ページから９ペ

ージでございます。はじめに７ページをご覧ください。本報告は帯

広市社会教育委員の解職及び委嘱について、帯広市教育員会事務委

任等規則第４条の規定に基づき、事務を臨時に代理したので、これ

を報告するものでございます。臨時代理第１号につきましては、こ

れまで委員を委嘱しておりました山田義弘委員より平成２７年４月

２日付で委員を辞任したい旨の申し出がありましたことから、同日

付で解職したものでございます。次に８ページをご覧ください。臨

時代理第２号につきましては、先に解職した委員の後任として、我

妻公裕氏を平成２７年４月３日付で委嘱したものでございます。な

お、委嘱期間につきましては、帯広市社会教育委員の委嘱の基準、

定数及び任期に関する条例第３条の規定に基づき、平成２７年４月

３日から前任者の残任期間であります平成２７年７月３１日までで

あります。次に臨時代理第３号につきましては、これまで委員を委

嘱しておりました渡辺弘年委員より平成２７年４月８日付で委員を

辞任したい旨の申し出がありましたことから、同日付で解職したも

のでございます。次に９ページをご覧ください。臨時代理第４号に

つきましては、先に解職した委員の後任として、辻敦郎氏を委嘱し

たものであります。なお、委嘱期間につきましては、帯広市社会教

育委員の委嘱の基準、定数及び任期に関する条例第３条の規定に基

づき、平成２７年４月９日から前任者の残任期間であります平成２

７年７月３１日までであります。説明は以上であります。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 
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各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  日程第５、その他に入ります。 

  その他（１）帯広市議会３月定例会の報告についてを議題といた

します。 

  直ちに説明を求めます。 

広瀬調整監  議案書１１ページから１３ページでございます。第１回帯広市議

会におけます、教育委員会に関する質疑のうち、私の方から学校教

育部に係わります質疑の概要についてご報告させていただきます。

今回、代表質問６名中１名、一般質問１５名中８名、議案審査特別

委員会１１名中２名、予算審査特別委員会１２名中８名の議員から

ご質問がございました。最初に代表質問でございますが、民主市民

連合、北口議員から、義務教育国庫負担制度の維持と負担率につい

て、今後も北海道都市教育委員会連絡協議会を通じて要望すること、

中学校と高等学校の連携では、学びや育ちをつなげていくためにも、

中高の連携も見据えながら、中学校校長会と連携を図っていく旨、

新たな学校給食センターでの地元食材の導入では、地元産食材の導

入などについて庁内関係部とも連携しながら積極的に進めること、

また、Ｈ２７年度から帯広産小麦 100％のパン、ラーメン、うどん

の提供が可能となった旨を答弁しております。続きまして、一般質

問、村田議員につきましては、第二中学校と緑園中学校の適正配置

の説明会の参加人数や主な意見など、今後において実施計画原案を

含め課題の分析など行い、文部科学省の手引きも参酌しながら検討

作業を進める旨を答弁しております。次に、中村議員につきまして

は、道徳教育・命の教育は、今後も帯広ならではの教材開発や資料

の作成に努め、実態に即した教育を進めていく旨を、また、学校司

書につきましては、国の動向を注視し検討することなど、また、教

育課程の実態に基づき、認知症理解を含めた高齢者理解の取組みを

進める旨を答弁しております。大塚議員につきましては、子どもの

安全安心について、命の大切さなど道徳を中心とした学校教育活動

全体の中で指導すること、各校の危機管理マニュアルについて、統

一的な対応が図られるよう市教委の手引書の改訂など、危機管理体

制や安全確保の取組みの充実に努める旨の答弁をしてございます。

次に、藤澤議員につきましては、がんの予防や早期発見などに関す

る健康教育は、北海道において、がん教育の手法について検討を行

うこととなっており、こうした動向を見定めながら情報収集を行い、

先進的ながん教育の資料などを学校へ周知し、学校保健会などとも

協議し、教職員や保護者への啓発に努める旨答弁しております。杉

野議員につきましては、いじめ防止法を受け、いじめ防止基本方針

を全ての学校で策定しておりますけれども、北海道のアンケートと
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帯広市独自のアンケートを行い、子どものサインをキャッチするこ

とに努めているほか、いじめ防止非行サミットで様々な取組みを行

っていること、また、３５人学級につきましては、少人数の学級に

ついて、北海道都市教育委員会連絡協議会を通じて要望するととも

に、指導方法の工夫改善や定数加配を有効に活用する少人数指導を

行うなどの答弁をしております。次に、佐々木とし子議員につきま

しては、学習指導要領に基づきながら公民や家庭科において、個人

の尊厳と両性の本質的平等について、男女が対等なパートナーとし

て子育てや介護に関わることの大切さを学んでいる旨の答弁をして

おります。次に、高田議員につきましては、余裕教室の利活用の状

況と公共施設マネジメントなどと整合を図りながら、教育環境を損

なわない範囲でリノベーションなどの協議検討を行うこと、特別支

援教育については学級の設置や補助員、介助員の効果的な配置に努

め、決め細やかな教育に努める旨の答弁をしております。次に、菊

地議員につきましては、新たな学校給食の取組みについて、４月か

ら帯広産 100％の小麦を使ったパン・麺の提供のほか、加工品につ

きましても、地元産調達の拡大に向けた地元業者などとの協議や新

メニューや手作り感のある献立の提供や学校給食への理解や取組み

をアピールできる手法の検討、また、アレルギー対応の手続きや庁

内関係課とも連携し、管理指導表の提出を促す旨を答弁しておりま

す。議案審査特別委員会、予算審査特別委員会につきましては記載

のとおりでございます。以上でございます。 

葛西調整監  続きまして、生涯学習部に係わります質疑の概要についてご報告

させていただきます。今回、代表質問６名中１名、一般質問１５名

中１名、予算審査特別委員会１２名中５名の議員から質問がござい

ました。はじめに代表質問、北口議員の質問中、図書館における戦

後７０年に係わる取組みにつきましては、戦争に係わる所蔵図書や

資料を中心に特集展示を行う旨を答弁してございます。次に、一般

質問、熊木議員の質問中、文化振興条例に対する考え方につきまし

ては、市民が行う芸術・文化活動の自主性を尊重し守り育み、文化

振興を推進する旨を答弁してございます。予算審査特別委員会につ

きましては記載のとおりでございます。以上でございます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

伊藤 委員  聞き漏らしたかもしれませんけれど、生涯学習部の説明の中で、

戦後７０年にあたるとの話がありましたが、各学校で関連する書物

を一定期間まとめて子どもたちに知らせるということでしょうか。 

葛西調整監   北口議員のご質問の趣旨は、帯広市図書館において特徴的な催し

をやるべきではないかというご質問で、図書館において展示コーナ

ーを設け特集する旨のお答えをしてございます。学校ということで

はございませんでした。 
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伊藤 委員  分かりました。 

市之川委員  いよいよ新学校給食センターによる給食が始まりましたけれど、

数名の議員の方から地元産の食材をという質問もあるようですけれ

ども、それに向けて大変な努力をされていると思います。まだ要望

はあるのでしょうか。 

堀田センター長  ３月定例会におきましては、特に帯広産の小麦 100％のパンや麺

の提供ができるようにとご報告させていただいております。また、

今回、新調理場になりましたので、泥付の野菜でも処理しやすくな

るなどの施設整備ができましたので、できるだけ地元の農業を営ん

でいる方々の協力や支援をいただきながら、さらに地元の食材を活

用できるようにというご要望もございました。私どもといたしまし

ては、大きな団体、小さな団体がございますけれど、いろいろと協

力しながら進めてまいりたいとお答えさせていただいております。 

門屋 委員  直接関係ないことで申しわけありませんが、この機会に聞かせて

いただきたいと思います。長期入院している子どもの院内学級のな

いところがあると思いますが、訪問教育というようなことは行って

いるのかどうか教えてください。 

村松企画監  長期欠席児童生徒の中で病気によって休んでいる子どもたちに関

して、学校での訪問というお話だと思いますけれど、学校の中では

学年の先生や担任の先生が定期的に学校のプリント類や学級だより

等を持って、入院している子どもたちの面接も含めて訪問していま

す。その際に進路や友達のノートの一部をコピーし、渡すなどの学

習支援を行っております。子どもの病状にもよりますけれど、配慮

をしていただいております。院内学級につきましては、現在、厚生

病院で開設しておりますけれど、それ以外の学校で長期に休んでい

る子どもに対しては、各学校の取組みはそのような形で行われてご

ざいます。 

門屋 委員  学科の教育をすることは実際にはないと考えていいですか。 

村松企画監  例えば、小学校４５分、中学校５０分の授業を病室で行うのは難

しいものがございます。その病室のお子さんの数や病状にもよりま

すし、先生方の時間的な制約というのも正直なところあります。院

内学級については、加配の教員が配置され、指導にあたるわけです

ので、それ以外については担任の放課後の時間等を利用しての活動

といったことが多くなります。 

門屋 委員  分かりました。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（２）確かな学力の向上・定着に向けて外２件を一括して

議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

橋場 部長  その他(２)確かな学力の向上・定着に向けて、（３）いじめのない
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学校づくりに向けて、（４）体力運動能力テストの実施に係る考え方

について一括してご説明させていただきます。議案書１５ページを

ご覧いただきたいと思います。それぞれ、例年のように今年度も４

月の年度はじめの校長会議及び教頭会議におきまして、基本的な考

え方についてお示しし、先週中まで学校からの意見を募集したとこ

ろですけれども、特に質問・意見がございませんでしたので、ここ

では、特に今年度新たに加わった視点や昨年度と変更のある部分を

中心にご説明させていただきます。はじめに、確かな学力の向上定

着に向けてについてでありますが、理念の共有、今年度の方策の柱、

教育委員会の取組、学校に期待することの４つの項目につきまして

は変更ございません。昨年度から、結果の公表につきましては帯広

市全体の数値を公表するなど、大きく変更いたしましたので、今年

度の方策の柱に、帯広市独自の方策･結果公表の充実という内容を加

えております。１６ページですが、教育委員会の取組におきまして、

学力向上推進班の取組として、新たに学級経営ワンポイント講座を

追加するとともに、新規クラウドサーバーの設置により、これまで

以上に充実が期待される教育研究所による独自教材の作成・配付と

いう項目を改めて明記いたしました。また、文字を丁寧に書く指導

や読書指導、目標冊数を意識したノート指導など、今年度も引き続

き、日常的な指導の充実を図ってまいります。次に１７ページ、い

じめのない学校づくりに向けてについてでありますが、いじめの定

義、理念･認識の共有、今年度の方策の柱、教育委員会の取組、学校

に期待することの５つの項目は変更ございません。大きな変更点と

いたしましては、教育委員会の取組の中の１つ目に、帯広市いじめ

防止基本方針の策定という項目を明記し、今後、市長部局など関係

部署と基本方針の策定に向けて取り組むこと、また、そのことと関

連して、関係機関との連携の強化という項目を追加しております。

最後に２１ページ、体力運動能力テストの実施に係る考え方につい

てでありますけれど、今年度も全国調査に参加する小学校５年生、

中学校２年生を除くすべての学年において 帯広市独自に体力運動

能力テストを実施し、児童一人一人の記録の経年変化を把握しなが

ら授業改善を進めることなど、改めて学校にお示ししたところであ

ります。なお、発達段階を考慮して小学校１年生から３年生までは

必修種目を指定しております。以上、こうした基本的な考え方を根

拠としまして、１年間通して各学校の支援に努めてまいります。ま

た、これらは帯広市のホームページに掲載し、広く市民や保護者等

にも公表、発信してまいります。報告は以上でございます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

伊藤 委員  １つは１６ページの教育委員会の取組のところで、学力向上キャ

ンペーン、みんなで５点ずつアップというのは、具体的にどういう
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活動になのか教えてください。それから、同じく教育委員会の取組

には書かれてはおりませんけれども、適切な学力アップということ

で、全国的に様々な取組みがなされていると思います。帯広市とし

ても、プロジェクトを設置して努力しているとお聞きしています。

北海道の指定を受け、大樹小学校で学校力アップということで、先

生方への指導力アップ、地域の方の啓蒙など、学校力アップを３年

間されて成果も上がっているものと思います。帯広市としても、北

海道の制度が継続しているなら、ぜひ、手を挙げて指定を受けて、

先生、保護者や地域の方々への起爆剤として利用できたらどうかと

思いますので、考えをお伺いしたいと思います。もう１つは、いじ

めの部分ですけれど、１９ページの学校に期待することの中で、家

庭・地域との連携について、いじめに係わっては、非常に重要なセ

クションではないかと思います。昨今、ネットによる様々な問題行

動が市内でもあるのだろうと思います。学校においても、ネットに

係わる指導はされていると思いますし、保護者へも啓蒙されている

だろうと思いますが、より綿密な連携をする必要があるのではない

かと思います。市教委としては、その対策について、今までの流れ

に基づき、新たな計画等があればお知らせいただきたいと思います。 

村松企画監  私から、みんなで５点ずつアップの学力の部分と、いじめの関係

についてお答えいたします。まず、学力向上キャンペーンのみんな

で５点ずつアップの合言葉につきましては、学力テストが全国的に

周知されている中で、平均点とか大きな点数を中心にしながら論議

されることが多いわけですけれども、学力というのは一人一人の子

どもたちによって自分の学力向上に向けた取組みを図っていくこと

が大切です。それぞれの子どもたちが自分の現在の学力よりも１つ

上を目指そうということで、５点アップという合言葉で進めており

ます。５０点の子どもは５５点、６０点の子どもは６５点、１００

点の子どもは１０５点の気持ちで、それぞれの子どもの目標を５点

アップという言葉で表わしながら行っております。年間継続的に校

長会や教頭会等で、これを合言葉にして、子どもたち一人一人の学

力向上に向けた取組みをお願いするとともに、これは子どもたちへ

の励ましの取組みと考えておりますので、保護者啓発も今後図って

いきたいと考えております。学校においても、この合言葉を基にし

て、日常的な学力向上、家庭習慣の部分と連携した投げかけを、４

月から早速、学校便りで投げかけている学校も見られます。それか

ら、ネットのいじめの関係で家庭との連携の部分ですけれども、お

話がありましたように、いじめの問題に関しては、学校だけではな

かなか解決するのは難しく、家庭や地域との連携が必要となってま

いります。最近、特に見えにくく潜在化している問題の中に、ネッ

トのいじめがあるのも私どもも承知しており、学校においても、十
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分に注意しながら家庭と連携を図っていただいております。実際に

家庭はどのようなことをすればいいのか、どういうことが効果的な

のかということも含めて、学校のアドバイスを求めることもありま

すので、学校との連携の中では、学校から家庭へ具体的な家庭での

生活の取組み、また、ルールづくりを含めたお話をすること多くあ

ります。教育委員会としても、家庭との連携が大事だということで、

昨年度から市Ｐ連の協力を得ながら、市Ｐ連の研究大会の中で教育

委員会職員が実際の家庭でのルールづくりの講座などを行っており

ます。今後も市Ｐ連との連携をしっかりしていき、各単Ｐに取組み

を下ろして、子どもたちの健全育成に努めてまいりたいと考えてお

ります。以上です。 

橋場 部長  私からも学力向上キャンペーンについて少し補足させていただき

ます。企画監からも説明させていただきましたけれども、５点とい

う点数につきましては、全国学力学習状況調査が始まった当初、帯

広市の子どもたちと全国の比較をする中で目指すべき点数として妥

当なところで５点という数字を上げております。全国学力学習状況

調査だけではなくて、点数主義に走るという意味でもなくて、目の

前の子どもの点数を５点上げてあげることは、授業でもそうですけ

れど、より教育相談機能や生徒指導機能とか、子どもとのコミュニ

ケーションがなければ難しいということを強調しております。先ほ

ど企画監が１００点の子には１０５点の気持ちでとお話しましたが、

例えば、１００点の子の答案の字が上手に書けていれば、そこにも

目を向けて、字がとても上手だから１０５点というような、子ども

とのコミュニケーションを大事にしていこうという意味で、キャン

ペーンを立ち上げているところであります。それから、学校力向上

の取組みでございますが、帯広市ではこれまで絆を育む学校づくり

支援事業など、保護者や地域と連携した教育に取組む中で、各学校

が伝統や良さを生かした特色ある学校づくりを進めてきております。

学力向上やいじめ問題の解決など、全校一斉にすべての学校で取組

むべき教育課題も多いわけですけれど、地域とともにある学校づく

りという帯広市のこれまでの取組みをより充実させるために、今後

も学校が各地域のブランドマークとなるような、学校の実態に応じ

た支援に努めていきたいと考えております。今、お話にありました

北海道教育委員会が進める学校力向上の取組みにつきましては、今

後、校長会等とも協議をしながら前向きに検討してまいりたいと考

えております。以上です。 

伊藤 委員  ありがとうございました。 

市之川委員  私も学力向上のところで、回答の文字の書き方や名前の丁寧さは

どのように学力向上に係わっているのかと思っていたところですの

で、今の説明で納得しました。子どもたちが上手に丁寧に書けたと
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いうところを評価すると、子どもたちも自信がついて、コミュニケ

ーションのために必要だという考え方はいいと思います。北海道教

育委員会が進める学力向上策に基づいて帯広市の取組みも作られて

いるのだと思いますけれど、道教委が進める学力向上策はすべて網

羅されているのか、他にも向上策はあるのでしょうか。それから、

学校に期待することの中で、日常的な校内研修の充実とありますけ

れど、先生は学校の授業以外にもお忙しいと思いますが、できれば、

もう少し研修に参加していただけたらと思います。 

村松企画監  学力向上策について、ここには大きな部分について掲載させてい

ただきました。個々の部分につきましては、様々なプロジェクトが

存在しておりまして、例えば、大きな指導力向上の部分では、帯広

市が昨年から取組んでいる巡回指導教員活用事業、これも北海道教

育委員会の事業を活用して行っております。１人のスーパーティー

チャーが他の３校程度の学校を回りながら、先生の指導力向上に向

けたＴ・Ｔの取組みをするものもございます。典型的なものとして、

今年度から始まった道教委の取組みで、全道で４ヵ所程度指定され、

帯広でも指定されているわけですけれど、学力向上推進チーム事業

というものがございます。今の巡回指導教員活用事業と似ておりま

すけれど、巡回指導の場合は１人の先生が何校か回るものですが、

学力向上推進チーム事業というのは、３人のスーパーティーチャー

が３人チームとして、１つの学校にＴ・Ｔの授業をするために行き、

すべての学級でＴ・Ｔを１週間単位で行うという事業が新たに進ん

でおります。これも先ほどの説明も、先生方の指導力向上に向けた

取組みを通して学力向上を図っていこうというものでございます。

このような形で細かい部分においては、ここに十分に記載されてい

ないものもございます。先生方の研修の部分につきましては、学校

の校内研修を中心にしながらも、実際に外に出て様々な研修を受け

るように、帯広市教育研究所や十勝教育研修センターの研修など、

様々な機会を捉え、指導力、実践力、教師の資質の向上に努めてま

いりたいと考えております。以上です。 

市之川委員  分かりました。 

門屋 委員  いろいろと取組みの目標がたくさんあるのはよろしいと思います

が、私は学力に偏重し過ぎてはいないかと思うことがありまして、

学力を付けるための教育力が高まるために、今のお話のようなチー

ムを作って指導を受けることについては、すごく注目するわけです

けれど、どうしても学力というのは、比較できるような一定の基準

を作るわけで、全体で上がったかどうかに注目し過ぎていて、先ほ

ど個別性を重視するということを言っていただいているので心配は

していませんけれども、個別性を重視することに教育の最も重要な

ことがあると思っています。基礎・基本の定着ということで、基本
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も重視していますから、そんなに心配はしていませんが、学力とい

う文字だけが大変頻繁に出てくるので、私自身少し心配していると

ころもあるということだけ申し上げておきたいという意見です。 

田中委員長  私からも１点だけ、先ほど話題になっていたネットのいじめにつ

いてですけれど、段々分からなくなってくるネット環境の状況があ

ると思います。率直に言って、学校の先生だけでは対応しきれない

スピードのネット状況があって、先生と児童・生徒とのレベル差が

かなり出てきてしまうと思います。昔は掲示板レベルでのいじめだ

ったのが、今はＬＩＮＥにタイムラインが載ってとか、言っている

私もよく分からないところがあります。そうなった時に学校サイド

はどうやって対応したらいいのか、結局、いたちごっこで仕方があ

りませんが、追っかけるしかないと個人的には思います。先生方の

研修ということと、子どもたちに対して、事の良し悪しを徹底的に

やらなければだめではないかと思います。いじめを含めたネット問

題についても、子どもたち自身に考えさせるような取組みをすると

か、先生方も徹底的に研修をしていかないと、何か問題が起きるの

ではないかという気がして仕方ありません。どういう形がいいかま

だ分かりませんけれども、ネットの様々なトラブルについては、先

に行けるような状態を作っていた方がいいと思っていますので、ま

ず、先生方の勉強、若い先生はいいのですけれど、中高年になると

全く分からなくなるので、ぜひ対応をお願いしたいと思います。私

の意見ですので、回答はなくても構いません。 

橋場 部長  今、貴重なご意見をいただきました。知・徳・体のバランスにつ

いてずっと言ってまいりましたけれど、とても大事なことだと認識

しています。学力や心、体についても、子どもたちが将来豊かな自

立した社会生活を営むための基盤になるという基本的な認識にもう

一度立ち返ろうということで、このところ学力や体力ということを

私どもは言い続けてまいりました。学力だけが良ければいいという

ことではなくて、知・徳・体、ある時はこっちに引っ張られ、こっ

ちに引っ張られと、バランスが崩れることもあるかもしれませんけ

れど、最終的にはバランスの取れた子どもたちを育てていくことが

大事だということを基盤にしながら取組みを進めていきたいと考え

ております。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（５）今後の事業予定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

広瀬調整監  教育研究所の５月の事業予定についてご説明いたします。議案書

２３ページでございます。１つ目は、５月８日１５時３０分から、

帯教研事務局会議ということで、今年度の事業計画、全体交流及び

研修会を行います。２つ目は、５月１５日１４時から、保健福祉セ
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ンターにて校内研究推進協議会、校内研修の充実に向けた各校の取

組みや今日的な課題について交流協議をするものでございます。以

上です。 

葛西調整監  続きまして、生涯学習部に係わります事業予定でございます。文

化課の２点につきましては、お手元に資料を配付させていただいて

おります。おびひろ市民芸術祭につきましては、４月３０日から約

１ヵ月間、市内３会場で開催予定でございます。また、帯広交響楽

団第３７回定期演奏会につきましては、５月１６日１９時から、市

民文化ホールで開催いたします。次に図書館でございます。２３ペ

ージから２４ページの上から４つ目までは、こどもの読書週間関連

事業となっております。次に２５ページ、芥川賞他各賞を受賞して

いる作家の町田康氏の朗読＆トーク、十勝毎日新聞社と共催事業で

５月２３日に予定しております。図書館は５月の月末から６月上旬

まで特別整理期間のため休館となります。この期間は、本は１５冊、

ＣＤ・ＤＶＤは５点まで、３週間の利用拡大となります。次に百年

記念館は、博物館講座、発見、十勝沖の海鳥たちとして、日本野鳥

の会十勝支部の千嶋淳氏を講師にお招きし、５月１６日に開催いた

します。次に博物館講座のぶらり帯広、５月２４日に学芸員が市内

の自然や歴史等を解説しながら散策するものでございます。最後に

動物園からは、大人、子どもそれぞれ飼育係の体験イベントを予定

してございます。以上です。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（６）寄附受納についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

堀田センター長  議案書２７ページでございます。学校給食センターの寄附につい

てご説明いたします。帯広市内、トォータルフーズ株式会社代表取

締役社長、香川俊雄様より、３月２７日に学校給食施設の充実のた

めに役立てていただきたい旨の趣旨により、防鳥ネット 150 万円相

当のご寄附をいただきました。 

増子 課長  文化課の寄附についてご説明いたします。帯広市内、大丸藤井株

式会社道東支店支店長、南波誠一様より、４月１日付で帯広市民文

化ホール舞台照明類機器一式、1 万 7,820 円相当を帯広市民文化ホ

ールの安定的運営のためにご寄附いただきました。平成１７年から

２７年まで賃貸借を行っていた物件が終了したものでございます。

次に市内在住者の方から４月１日にインクジェットプリンター一式、

1,080 円相当を帯広市民ギャラリーの安定的運営のためご寄附いた

だきました。 

葛西調整監  図書館の寄附についてご説明いたします。帯広市内、東和工研株
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式会社代表取締役、田中雅人様より、３月２５日に現金 20 万円を図

書資料充実のためにご寄附をいただきました。同社からは帯広市へ

の寄附は７回目、総額 540 万円、図書館への寄附は３回目、総額 140

万円でございます。次に帯広市内、国際ソロプチミスト帯広会長、

宇佐美幸代様より、４月１２日に、児童書２８冊、大型絵本用書架

２台、10 万円相当、児童図書等の充実のためとしてご寄附をいただ

きました。同会からは７回目となり総額 70 万円相当となります。続

きまして、百年記念館からは、帯広市内、○○○○様より、３月３

１日に写真、帯広建設工業共同組合による聖徳太子講のようす６点

を博物館資料として活用してほしいという趣旨でご寄附いただきま

した。以上です。 

高橋 園長  動物園から寄附２件ご説明いたします。１件目、３月１１日に市

外在住者の方から動物園の飼育環境充実のために現金 30 万円のご

寄附がございました。２件目、３月１３日に鎌倉市在住の○○○○

様より、動物園運営のために 3 万円のご寄附がございました。いず

れも寄附者の意向を踏まえまして、飼育環境の改善のため、動物舎

の補修財源として活用したいと考えております。以上です。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  事務局からその他説明事項はありますか。 

事 務 局  ございません。 

田中委員長  事務局からの説明は以上でありますが、この際各委員から他にご

意見、ご質問等があればお受けいたします。 

伊藤 委員  本日、帯広小学校で給食センターからの給食を子どもたちと一緒

にいただくことができました。ここまでに至るには関係者の大変な

努力に感謝すると同時に、子どもたちの笑顔が非常に素敵で、期待

している顔だったと思います。食育指導員の巧みな指導と指導内容

が非常に効果的であったと思います。年間様々な形でなされると思

いますので期待もしております。そこで気がついたことなのですけ

れど、今日、学校の食器等を置くテーブルが３つに分かれておりま

した。もし、子どもが境目に引っかかるなどして落ちる可能性もあ

り、大きな事故になり兼ねないと思って見ておりました。大きなテ

ーブルの方が安全面、作業面でもいいと思います。かなりのお金が

かかるので、全校一斉には無理かもしれませんから、順番にでも設

置できないかと思いました。それについて、ご意見が何かあればお

願いします。 

嶋﨑 部長  伊藤委員のおっしゃるとおり、今回、食器も増えましたし、１品

増えたことで、学校現場ともその部分について協議させていただい

ております。ただ、専用の配膳台を作り、各教室となると相当経費
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もかかります。１つは、校務員等が自前でテーブルを作りやってい

るところと、予算執行の中で前年度分の備品等の部分で手配させて

いただいており、全部には行き渡っていませんけれど、対応させて

いただいてございます。 

伊藤 委員  分かりました。 

田中委員長  今のところは気をつけていただきたいと思います。 

  他になければ、本日予定されておりました案件は、すべて終了し

ました。 

  以上で平成２７年第９回帯広市教育委員会会議を閉会いたします。 


